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含鉄資材（フェロシルト、MT酸化鉄）の

　　　　　　「共同研究」に関する公文書の分析と問題点

◆共同研究に関する三重県の問題点

１．三重県はフェロシルトが植物育成に害があることを知りながら、植物が育つ土壌に埋め戻し   材として使用するリサイクル製品として認定し、販売に大きく荷担した。

２．三重県が共同研究の結果を公表していれば、中間業者の植物育成効果をうたった販売を止め   ることができた。共同研究の結果を公表しないことで、フェロシルトの植物育成効果を売り 物にした中間業者の販売を後押しした。

◆事実経過

●平成14年5月16日　石原産業が三重県に「共同研究申請書」提出

石原産業より三重県に「産業廃棄物（アイアンクレイ）削減検討の結果、有価物として得られた副製品である含鉄資材（フェロシルト、ＭＴ酸化鉄）の用途拡大を図る技術の開発について三重県科学技術振興センターと共同研究を行いたい」との「共同研究申請書」が出された。

●平成14年6月13日、三重県知事と石原産業が3通の「共同研究契約書」を締結

三重県（知事・北川正恭）と石原産業（代表取締役・溝井正彦）は、石原産業の含鉄資材（フェロシルト、ＭＴ酸化鉄）を共同開発するために、以下の3通の「共同研究契約書」を締結した。

・茶園等農業用土壌改良資材への活用技術の開発　

・花壇苗、野菜苗、水稲育苗用土への活用技術の開発

・汚泥処理方法

●平成15年3月24日、石原産業より15年度「共同研究申請書」提出

添付された「共同研究調書（継続用）」より、

野菜苗生産での活用：顕著な生育促進効果等は認められなかった。

花壇苗:高ＥＣのため生育が劣る傾向。

水稲：育苗用土に用いた場合、混合率が高くなると発芽・発根に抑制が生じる。

◆平成15年3月25日付　石原産業、フェロシルトのリサイクル製品認定申請書提出

   三重県と石原産業は「数ヶ月前から協議」したと三重県説明（2005年11月6日 三重県フェロシルト問題検討委員会）。

●平成15年4月1日、三重県知事と石原産業が3通の「共同研究契約書」を締結

●平成15年5月、平成14年度「共同研究報告書」三重県より提出

・花壇苗：種類に関係なく、フェロシルトの添加量増加により地上部の生育が劣る傾向が見られた。

添加量増加で草丈、短径、長径等の株張りが減少する傾向が見られた。　

・さらに３品種のパンジーは、フェロシルトが増加すると株容積等地上部の生育が劣る傾向。　

・ハクサイ、モロヘイヤ：草丈の伸長が抑制された、育苗培土への混和も生育促進等の効果は認められなかった。

水稲栽培：フェロシルトに100％では発根数、最長根長が著しく抑制された。

混合率が高くなると発芽・発根に抑制が発生する可能性がある。

フェロシルト増加で生育が抑制される傾向が認められることから、使用効果は期待できない。
●平成15年6月20日、石原産業から三重県知事に「共同研究報告書」提出　

茶園への効果：フェロシルト施用量に比例して電気伝導度の上昇は含有する石膏成分中　　　　　　　の硫酸根の影響と判断され、フェロシルト施用には問題が多いことが判明した。

花壇、野菜苗：フェロシルトの添加が生育にマイナス。

　　　　　　　フェロシルトの使用効果は期待できない。

　　　　　　　ＭＴ酸化鉄は品種によっては生育促進効果が期待できそう。
水稲育苗培土：発芽・生育抑制を発生させる。

今後の問題点と次年度以降の計画

　・フェロシルトは改良品共、施用量が増加すると、生育抑制が認められ、実用性がない。

・ＭＴ酸化鉄を主体とした含鉄資材の施用効果の検討を継続する。

　・水稲育苗培土：フェロシルトでの検討は今年度で打ち切りとしたい。

◆平成15年9月19日　

　三重県、フェロシルトを埋め戻し材としてリサイクル製品に認定した。

●平成16年5月 三重県科学技術振興センター所長から石原産業に「共同研究報告書」

・茶園への効果：秋芽停止期には、全窒素はフェロシルト施用量に対応してやや高くなる。
荒茶の官能審査は、フェロシルト区は総合的にやや劣る傾向であった。

・花壇、野菜苗：ＭＴ育苗培土混和で生育促進が認められたが安定的な効果の発現ではない。

Ｆｅ．Ｆｘでは生育抑制が見られた。
含鉄資材の育苗培土への混和資材としての効果は期待できない。
（※Ｆｅ：フェロシルト、Ｆｘ：フェロフィックス）
●平成16年6月1日　石原産業が三重県知事に「共同研究報告書」提出

・茶園への効果：更に年月を要する。（効果が無いことを意味する。）
・次年度は共同開発を中止する。（花壇、野菜苗のこと）
・含鉄資材は硝酸態窒素やＶＯＣ等有害な有機性物質の分解に効果があるので環境商品として開発。
（共同研究報告内容）

　・花壇苗：品種により、ＭＴ酸化鉄の生育促進効果が期待出来るものもあるが、多くは効果がなかった。
　・野菜苗：ＭＴ酸化鉄の育苗培土混和処理で生育促進効果が認められるも、不安定。

フェロシルトやフェロフィックスでは生育抑制的に障害が見られた。

　・水稲育苗培土：20％までなら無添加区と同等で、それ以上は出芽と生育抑制を受けた。
・水稲湛水直播：カルパー（過酸化カルシウム）に比較べて、出芽の安定性に欠けた。

現時点では農業分野への適用性は少ない。

従って、次年度以降資材の農業分野の適用性に関する共同開発を中止したい。

◆三重県はこの共同研究結果を故意に公表しなかった
・平成14年6月13日の三重県（知事・北川正恭）と石原産業（代表取締役・溝井正彦）の「共同研究契約書」第２０条には、（研究成果の終了後公表）

「甲は、共同研究の終了後に、研究成果を公表するものとする。ただし、乙が業務上の支障があるため、甲に対し研究成果を公表しないよう申し入れたときは、甲は乙の利害に関係ある次項について、その結果を、期間を限ってその全部又は一部を公表しないことができる」と定められている。

フェロシルトに植物にとって「毒」であり、その「毒」を隠して植物育成効果を宣伝している販売している実態があった。三重県は植物にとっての「毒」を公表し、注意を喚起する責務があった。

三重県が知り得た事実の公表は、契約如何の次元を超えた問題である。
